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中島神崎橋で点検実習
市職員30人が参加維持管理に力

橋
梁
点
検
及
び
橋
梁
保
全

技
術
の
習
得
の
た
め
、
中
園

地
方
整
備
局
と
自
治
体
と
が

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
橋

梁
点
検
講
習
会
が
1
月
初
日

に
広
島
市
内
で
聞
か
れ
、
橋

梁
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
米
倉
亜
州
夫
氏
（
広
島

大
学
名
誉
教
授
）
ら
の
立
会

い
の
も
と
、
広
島
市
職
員
約

印
人
が
橋
梁
の
基
礎
知
識
や

劣
他
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
点
検

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

講
習
会
は
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋

梁
等
の
効
率
的
な
維
持
管

理
・
補
修
な
ど
を
目
的
に
道

路
管
理
者
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
『
広
島
県
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
議
』
に
よ
る
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
広
島
市
職
員
を

対
象
と
し
た
も
の
は
こ
の
日

が
初
め
て
。

実
習
現
場
と
な
っ
た
中
島

神
崎
橋
（
中
区
河
原
町
）
は
、

約
初
年
前
に
建
設
さ
れ
た
橋

長
M
m
、
全
幅
口

m
の
鋼
橋

で
、
橋
台
や
橋
脚
、
床
版
の
一

部
な
ど
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

実
習
で
は
、

2
班
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の
解

説
を
受
け
な
が
ら
橋
梁
床
版

や
橋
台
、
橋
脚
な
ど
の
劣
伯

状
況
を
近
接
目
視
と
ハ
ン
マ

ー
に
よ
る
打
音
検
査
で
点

検
。
橋
の
状
態
は
、
サ
ビ
や
塗

装
の
剥
が
れ
も
少
な
く
、
橋

脚
な
ど
に
も
目
立
っ
た
劣
他

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
橋

台
に
は
亀
甲
状
の
ひ
び
割
れ

が
入
っ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
米
倉
氏
は
「
A
S
R
（
ア
解
説
。

ル
カ
リ
骨
材
反
応
）
と
思
わ
講
習
会
に
参
加
し
た
市
道

れ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
部
分
路
交
通
局
道
路
部
道
路
課
の

だ
け
材
料
の
出
所
が
違
う
の
兼
藤
靖
次
橋
梁
保
全
対
策
係

だ
ろ
う
」
と
分
析
し
て
い
た
。
長
は
、
「
普
段
の
橋
梁
点
検
業

こ
の
ほ
か
、
座
学
で
は
中
務
は
机
上
の
作
業
が
多
く
、

園
地
方
整
備
局
道
路
部
の
大
実
際
に
現
地
を
見
て
専
門
家

久
保
雅
憲
道
路
保
全
企
画
官
の
意
見
を
聞
け
る
機
会
は
す

ら
が
講
師
を
担
当
し
、
「
道
路
ご
く
貴
重
。
学
ん
だ
こ
と
を

保
全
を
取
り
巻
く
最
近
の
話
生
か
し
、
適
切
な
維
持
管
理

題
」
や
「
橋
梁
の
基
礎
知
識
と
に
ま
す
ま
す
力
を
い
れ
た

点
検
の
ポ
札
ン
ト
」
な
ど
を
い
」
と
話
し
て
い
た
。
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